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第
一
条
中
「
環
境
影
響
評
価
法
施
行
令
（
平
成
九
年
政
令
第
三
百
四
十
六
号
。
第
二
条
第
一
項
に
お
い
て
「
令
」

と
い
う
。）」
を
「
令
」
に
、「
環
境
影
響
評
価
法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）」
を
「
法
」
に
改
め
、
同
条
を
第
四
条
と

し
、
同
条
の
前
に
次
の
三
条
を
加
え
る
。

（
法
第
三
十
八
条
の
六
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
三
条
の
二
第
一
項
の
主
務
省
令
で

定
め
る
事
項
）

第
一
条

環
境
影
響
評
価
法
施
行
令
（
平
成
九
年
政
令
第
三
百
四
十
六
号
。
以
下
「
令
」
と
い
う
。）別
表
第
一
の
二

の
項
の
ヘ
か
ら
ヨ
ま
で
の
い
ず
れ
か
の
第
二
欄
に
掲
げ
る
要
件
に
該
当
す
る
第
一
種
事
業
が
都
市
計
画
に
定
め
ら

れ
る
場
合
に
お
け
る
当
該
第
一
種
事
業
（
以
下
「
都
市
計
画
第
一
種
堰
事
業
」
と
い
う
。）に
係
る
環
境
影
響
評
価

法
（
以
下
「
法
」
と
い
う
。）第
三
十
八
条
の
六
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
三
条
の
二

第
一
項
の
主
務
省
令
で
定
め
る
事
項
は
、
都
市
計
画
第
一
種
堰
事
業
が
実
施
さ
れ
る
べ
き
区
域
の
位
置
（
都
市
計

画
第
一
種
堰
事
業
で
あ
っ
て
、
河
川
法
（
昭
和
三
十
九
年
法
律
第
百
六
十
七
号
）
第
八
条
に
規
定
す
る
河
川
工
事

と
し
て
行
う
も
の
に
つ
い
て
は
、
河
川
法
施
行
令
（
昭
和
四
十
年
政
令
第
十
四
号
）
第
十
条
の
三
第
二
号
イ
の
施

行
の
場
所
を
い
う
。
第
三
条
第
一
項
に
お
い
て
同
じ
。）及
び
都
市
計
画
第
一
種
堰
事
業
の
規
模
（
都
市
計
画
第
一

種
堰
事
業
に
係
る
サ
ー
チ
ャ
ー
ジ
水
位
又
は
常
時
満
水
位
に
お
け
る
貯
水
池
の
水
面
の
面
積
を
い
う
。
以
下
同

じ
。）と
す
る
。

（
計
画
段
階
配
慮
事
項
に
係
る
検
討
）

第
二
条

都
市
計
画
第
一
種
堰
事
業
に
係
る
法
第
三
十
八
条
の
六
第
三
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る

法
第
三
条
の
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
計
画
段
階
配
慮
事
項
に
つ
い
て
の
検
討
に
つ
い
て
は
、
堰
事
業
に
係
る
環

境
影
響
評
価
の
項
目
並
び
に
当
該
項
目
に
係
る
調
査
、
予
測
及
び
評
価
を
合
理
的
に
行
う
た
め
の
手
法
を
選
定
す

る
た
め
の
指
針
、
環
境
の
保
全
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
指
針
等
を
定
め
る
省
令
（
平
成
十
年
厚

生

省

農
林
水
産
省

通
商
産
業
省

建

設

省
令
第

二
号
。
以
下
「
選
定
指
針
等
省
令
」
と
い
う
。）第
二
条
か
ら
第
十
条
ま
で
の
規
定
を
準
用
す
る
。
こ
の
場
合
に
お

い
て
、
選
定
指
針
等
省
令
第
二
条
中
「
第
一
種
堰
事
業
」
と
あ
る
の
は
「
都
市
計
画
第
一
種
堰
事
業
」
と
、
選
定

指
針
等
省
令
第
三
条
第
一
項
中
「
第
一
種
堰
事
業
」
と
あ
る
の
は
「
都
市
計
画
第
一
種
堰
事
業
」
と
、「
を
実
施
し

よ
う
と
す
る
者
」
と
あ
る
の
は
、「
に
係
る
都
市
計
画
決
定
権
者
（
以
下
「
第
一
種
土
地
区
画
整
理
事
業
都
市
計
画

決
定
権
者
」
と
い
う
。）」
と
、
同
条
第
二
項
中
「
第
一
種
堰
事
業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者
」
と
あ
る
の
は
「
第

一
種
堰
事
業
都
市
計
画
決
定
権
者
」
と
、「
第
一
種
堰
事
業
に
」
と
あ
る
の
は
「
都
市
計
画
第
一
種
堰
事
業
に
」と
、

「
実
施
し
な
い
」
と
あ
る
の
は
「
都
市
計
画
に
定
め
な
い
」
と
、
選
定
指
針
等
省
令
第
四
条
第
一
項
中
「
第
一
種

堰
事
業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
種
堰
事
業
都
市
計
画
決
定
権
者
」
と
、「
第
一
種
堰
事
業

に
」
と
あ
る
の
は
「
都
市
計
画
第
一
種
堰
事
業
に
」
と
、「
第
一
種
堰
事
業
の
」
と
あ
る
の
は
「
都
市
計
画
第
一
種

堰
事
業
の
」
と
、「
第
一
種
堰
事
業
実
施
想
定
区
域
」
と
あ
る
の
は
「
都
市
計
画
第
一
種
堰
事
業
実
施
想
定
区
域
」

と
、「
第
一
種
堰
事
業
で
あ
っ
て
」
と
あ
る
の
は
「
都
市
計
画
第
一
種
堰
事
業
で
あ
っ
て
」
と
、同
条
第
二
項
中「
第

一
種
堰
事
業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
種
堰
事
業
都
市
計
画
決
定
権
者
」
と
、
選
定
指
針

等
省
令
第
五
条
第
一
項
及
び
第
二
項
中
「
第
一
種
堰
事
業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
種
堰

事
業
都
市
計
画
決
定
権
者
」
と
、「
第
一
種
堰
事
業
に
」
と
あ
る
の
は
「
都
市
計
画
第
一
種
堰
事
業
に
」
と
、
同
項

中
「
第
一
種
堰
事
業
の
」
と
あ
る
の
は
「
都
市
計
画
第
一
種
堰
事
業
の
」
と
、
同
条
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の

規
定
中
「
第
一
種
堰
事
業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
種
堰
事
業
都
市
計
画
決
定
権
者
」と
、

選
定
指
針
等
省
令
第
六
条
及
び
第
七
条
第
一
項
中
「
第
一
種
堰
事
業
に
」
と
あ
る
の
は
「
都
市
計
画
第
一
種
堰
事

業
に
」
と
、「
第
一
種
堰
事
業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
種
堰
事
業
都
市
計
画
決
定
権
者
」

と
、
同
項
第
三
号
中
「
第
一
種
堰
事
業
」
と
あ
る
の
は
「
都
市
計
画
第
一
種
堰
事
業
」
と
、
同
条
第
三
項
及
び
第

四
項
中
「
第
一
種
堰
事
業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者
」
と
あ
る
の
は「
第
一
種
堰
事
業
都
市
計
画
決
定
権
者
」
と
、

選
定
指
針
等
省
令
第
八
条
第
一
項
中
「
第
一
種
堰
事
業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
種
堰
事

業
都
市
計
画
決
定
権
者
」
と
、「
第
一
種
堰
事
業
に
」
と
あ
る
の
は
「
都
市
計
画
第
一
種
堰
事
業
に
」
と
、
同
条
第

三
項
及
び
第
四
項
中
「
第
一
種
堰
事
業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
種
堰
都
市
計
画
決
定
権

者
」
と
、
同
項
中
「
第
一
種
堰
事
業
に
」
と
あ
る
の
は
「
都
市
計
画
第
一
種
土
地
区
画
整
理
事
業
に
」
と
、
選
定

指
針
等
省
令
第
九
条
中
「
第
一
種
堰
事
業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者
は
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
種
堰
事
業
都
市
計

画
決
定
権
者
は
」
と
、「
第
一
種
堰
事
業
に
」
と
あ
る
の
は
「
都
市
計
画
第
一
種
堰
事
業
に
」
と
、
同
条
第
二
号
及

び
第
四
号
中
「
第
一
種
堰
事
業
」
と
あ
る
の
は
「
都
市
計
画
第
一
種
堰
事
業
」
と
、
選
定
指
針
等
省
令
第
十
条
第

一
項
中
「
第
一
種
堰
事
業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者
」
と
あ
る
の
は「
第
一
種
堰
事
業
都
市
計
画
決
定
権
者
」
と
、

「
第
一
種
堰
事
業
に
」
と
あ
る
の
は
「
都
市
計
画
第
一
種
堰
事
業
に
」
と
、
同
条
第
二
項
及
び
第
三
項
中
「
第
一

種
堰
事
業
を
実
施
し
よ
う
と
す
る
者
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
種
堰
事
業
都
市
計
画
決
定
権
者
」
と
、
同
項
中
「
第

一
種
堰
事
業
に
」
と
あ
る
の
は
「
都
市
計
画
第
一
種
堰
事
業
に
」
と
、
同
条
第
四
項
中
「
第
一
種
堰
事
業
を
実
施

し
よ
う
と
す
る
者
」
と
あ
る
の
は
「
第
一
種
堰
事
業
都
市
計
画
決
定
権
者
」
と
読
み
替
え
る
も
の
と
す
る
。

第
五
条
中
「
第
十
三
条
か
ら
第
十
七
条
ま
で
」
を
「
第
二
十
八
条
か
ら
第
三
十
二
条
ま
で
」
に
、「
第
十
三
条
中
」

を
「
第
二
十
八
条
中
」
に
、「
第
十
四
条
」
を
「
第
二
十
九
条
」
に
、「
第
十
五
条
」
を
「
第
三
十
条
」に
、「
第
十
六
条
」

を
「
第
三
十
一
条
」
に
、「
選
定
指
針
等
省
令
第
十
七
条
第
一
項
」
を
「
同
条
第
三
項
中
「
第
一
種
堰
事
業
」
と
あ
る

の
は
「
都
市
計
画
第
一
種
堰
事
業
」
と
、
選
定
指
針
等
省
令
第
三
十
二
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
九
条
と
す

る
。第

四
条
中
「
第
四
条
か
ら
第
十
二
条
ま
で
」
を
「
第
十
九
条
か
ら
第
二
十
七
条
ま
で
」
に
、「
第
四
条
中
」
を
「
第

十
九
条
中
」
に
、「
第
五
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
条
第
一
項
」
に
、「
選
定
指
針
等
省
令
第
六
条
第
一
項
」
を
「
同
項

第
二
号
中
「
対
象
堰
事
業
」
と
あ
る
の
は
「
都
市
計
画
対
象
堰
事
業
」
と
、選
定
指
針
等
省
令
第
二
十
一
条
第
一
項
」

に
、「
か
ら
第
八
項
ま
で
の
規
定
」
を
「
及
び
第
六
項
」
に
、「
第
七
条
」
を
「
第
二
十
二
条
第
一
項
」
に
、「
選
定
指
針

等
省
令
第
八
条
第
一
項
」
を
「
同
条
第
二
項
中
「
事
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
都
市
計
画
決
定
権
者
」
と
、
選
定
指
針

等
省
令
第
二
十
三
条
第
一
項
」
に
、「
第
九
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
四
条
第
一
項
」に
改
め
、「
第
九
条
第
一
項
中「
事

業
者
」
と
あ
る
の
は
「
都
市
計
画
決
定
権
者
」
と
、「
対
象
堰
事
業
」
と
あ
る
の
は
「
都
市
計
画
対
象
堰
事
業
」
と
」

の
下
に
「
、
同
条
第
二
項
中
「
対
象
堰
事
業
」
と
あ
る
の
は
「
都
市
計
画
対
象
堰
事
業
」
と
、
同
項
及
び
第
四
項
中

「
事
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
都
市
計
画
決
定
権
者
」
と
」
を
加
え
、「
、
同
条
第
四
項
か
ら
第
六
項
ま
で
の
規
定
中

「
事
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
都
市
計
画
決
定
権
者
」
と
」
を
削
り
、「
第
十
条
第
一
項
」
を
「
第
二
十
五
条
第
一
項
及

び
第
二
項
」
に
改
め
、「
、
同
条
第
四
項
中
「
事
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
都
市
計
画
決
定
権
者
」
と
」
を
削
り
、「
同
条

第
五
項
及
び
第
六
項
」
を
「
同
条
第
四
項
」
に
、「
第
十
一
条
中
」
を
「
第
二
十
六
条
中
」
に
、「
第
十
二
条
第
一
項
」

を
「
第
二
十
七
条
第
一
項
」
に
改
め
、
同
条
を
第
八
条
と
す
る
。

第
三
条
中
「
第
三
条
」
を
「
第
十
八
条
」
に
、「
対
象
堰
事
業
」
と
あ
る
の
は
「
都
市
計
画
対
象
堰
事
業
」
を
「
対

象
堰
事
業
に
」
と
あ
る
の
は
「
都
市
計
画
対
象
堰
事
業
に
」
に
改
め
、
同
条
を
第
七
条
と
す
る
。

第
二
条
第
一
項
中
「
第
二
条
第
一
項
」
を
「
第
十
七
条
第
一
項
」
に
、「
対
象
堰
事
業
」
と
あ
る
の
は
「
都
市
計
画

対
象
堰
事
業
」
と
、「
事
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
都
市
計
画
決
定
権
者
」
を
「
対
象
堰
事
業
」
と
い
う
。」と
あ
る
の
は

「
都
市
計
画
対
象
堰
事
業
」
と
い
う
。」と
、「
事
業
者
」
と
あ
る
の
は
「
都
市
計
画
決
定
権
者
」と
、「
対
象
堰
事
業
に
」

と
あ
る
の
は
「
都
市
計
画
対
象
堰
事
業
に
」
に
改
め
、「
法
第
五
条
第
一
項
第
二
号
」
と
あ
る
の
は
「
法
第
四
十
条
第

二
項
の
規
定
に
よ
り
読
み
替
え
て
適
用
さ
れ
る
法
第
五
条
第
一
項
第
二
号
」
と
」
の
下
に
「
、「
対
象
堰
事
業
の
」
と

あ
る
の
は
「
都
市
計
画
対
象
堰
事
業
の
」
と
、「
対
象
堰
事
業
が
」
と
あ
る
の
は
「
都
市
計
画
対
象
堰
事
業
が
」
と
」

を
加
え
、「
第
五
条
第
一
項
第
四
号
」
を
「
第
五
条
第
一
項
第
七
号
」
に
、「
第
五
条
第
一
項
第
四
号
」
を
「
第
五
条
第

一
項
第
七
号
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
二
条
第
一
項
か
ら
第
四
項
ま
で
」
を
「
第
十
七
条
第
一
項
か
ら
第
四

項
ま
で
」
に
改
め
、
同
条
を
第
六
条
と
す
る
。

第
一
条
の
二
第
一
項
中
「
堰
事
業
に
係
る
環
境
影
響
評
価
の
項
目
並
び
に
当
該
項
目
に
係
る
調
査
、
予
測
及
び
評

価
を
合
理
的
に
行
う
た
め
の
手
法
を
選
定
す
る
た
め
の
指
針
、
環
境
の
保
全
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
指
針
等
を
定

め
る
省
令
（
平
成
十
年
厚

生

省

農
林
水
産
省

通
商
産
業
省

建

設

省
令
第
二
号
。
以
下
「
選
定
指
針
等
省
令
」
と
い
う
。）第
一
条
の
二
」
を
「
選
定

指
針
等
省
令
第
十
六
条
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
一
条
の
二
の
」
を
「
第
十
六
条
の
」
に
、「
第
一
条
の
二
第

一
項
第
二
号
及
び
第
四
号
」
を
「
第
十
六
条
第
一
項
第
二
号
及
び
第
四
号
」
に
改
め
、
同
条
を
第
五
条
と
す
る
。
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